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原
案
通
り
承
認
し
た
。

　
事
業
計
画
の
柱
と
な
る
年
間

調
査
研
究
テ
ー
マ
は
「
人
口
減

少
時
代
、
地
域
の
人
材
力
で
飛

躍
す
る
」。
今
や
避
け
て
通
れ

な
い
人
口
減
少
を
踏
ま
え
つ

つ
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
恩
恵

を
さ
ほ
ど
受
け
て
い
な
い
地

方
、
特
に
県
中
部
地
域
の
再
生

に
向
け
、
飛
躍
の
カ
ギ
を
握
る

企
業
家
、
地
域
リ
ー
ダ
ー
の
在

る
べ
き
姿
に
つ
い
て
議
論
を
深

め
る
。
春
（
６
月
）
と
秋
（
10

月
ご
ろ
）
の
２
回
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
、
基
調
講
演
と

パ
ネ
ル
討
論
を
通
じ
て
討
議
す

る
。

　
議
事
で
は
こ
の
ほ
か
、
27
年

度
収
支
予
算
案
も
了
承
し
た
。

ま
た
、
当
懇
話
会
の
提
言
に
基

づ
い
て
設
置
さ
れ
、
３
年
目
を

迎
え
た「
中
部
地
域
経
営
会
議
」

の
経
過
報
告
も
行
わ
れ
た
。
そ

れ
に
よ
る
と
、
前
年
度
ま
で
の

「
広
域
観
光
の
推
進
」
に
代
わ

り
、
本
年
度
か
ら
は
「
起
業
・

創
業
支
援
」
策
を
研
究
テ
ー
マ

に
設
定
。
現
在
、
専
門
家
ら
に

よ
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
と

各
市
町
、
商
工
会
議
所
の
企
画

担
当
者
ら
で
構
成
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
会
議
で
報
告
書
作
成

に
向
け
て
検
討
を
重
ね
て
い

る
。

　
総
会
後
、
神
田
外
語
大
教
授

の
興
梠
一
郎
氏
に
よ
る
記
念
時

局
講
演
会
「
巨
大
国
家
・
中
国

の
現
状
と
課
題
、
そ
し
て
日
中

関
係
」
が
行
わ
れ
た
。

（
４
～
５
㌻
に
講
演
抄
録
）

　
一
般
社
団
法
人
・
静
岡
県
中

部
未
来
懇
話
会
の
平
成
26
年
度

臨
時
社
員
総
会
が
３
月
17
日
、

静
岡
市
の
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
静
岡
で
開
か
れ
た
。
正
会

員
、
特
別
会
員
、
賛
助
会
員
合

わ
せ
て
約
１
２
０
人
が
出
席

し
、
27
年
度
事
業
計
画
な
ど
を

27
年
度
事
業
計
画
な
ど
承
認

起
業
・
創
業
支
援
の
経
過
報
告

中
部
地
域

経
営
会
議

静岡県中部未来懇話会　平成26年度臨時社員総会

人口減少時代の浮揚策、探る

会員交流会に懇談の輪
　総会、記念時局講演会の後、会場を変え
て会員親睦交流会が開かれた。
　多くの会員が参加し、中部地域を取り巻
く経済環境の変化や、国内外の政治状況な
どについて幅広く意見を交わした。


